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　　　　　　　氏家文太郎さん

　　　　　　　　　　（白石）

　晴天に恵まれた去る6月9日、私

たち老人タラブ中益岡百寿会は、22

名で温泉教室に参加した。秋保バー

デンクリニックの院長・鈴木仁一先

生の話を聞いた1）、施設を利用した

りしたが、その立派さと大きいこと

に感心した。

　施設のなかで、50メートルプール

の立派なプールを見て感動した。昭

和10年頃、旧制中学時代に白石川を

利用した25メートル程のものがあっ

た。当時そこで馬でも洗ったのか、

「まんくそプール」と言われていた。

そんな昔のことを，思うと、今の子ど

もたちは幸せだとつくづく思う。

　だが欲を言えぱ、プール以外に子

どもの遊び場が欲しい。中年のスポ

ーツ・レクリエーション施設、老人

向けの憩いの場があったらと思う。

　
　
　
　
　
勤

石塚日子さん
　　　（小原）

　6月5日午後1時、第1回目の水

泳教室。待ちかねた時間だった。会

員証を出して、プール利用券を買う

とき、ボタンを押し間違え、職員に

大変な迷惑をかけてしまったのに、

応対してくれた職員の態度が実に親

切そのものであった。

　更衣室に入り、いよいよ水着に着

替え、30数年ぶりだったが、体型の

変化もなかったようで、正直うれし

かった。初めて入ったプールは快適

であるし、プールサイドも良好だ．

が、利用者から二・三苦言を呈した

い。車で行く利用者には、駐車場か

ら玄関までの距離があi）すぎると思

う。できれば、1階に利用者専用の

出入口を作ってほしい。楽しく遊ん

だ後のラセン階段は、目が回るほど

きつく感じられるのは、私だけでは

ないと，思う。
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　東北サンパック㈱に勤

めています。今日は職場

研修の一環として、　120

人で利用に来ました。初

めて入って1万人目にな

るとは幸運でした。

　これから、どんどん利

用したいと思います。

墨
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辱翻、，幽

　ド署属難藩羅

〈小谷・田中などオリン

ピック代表選手を育て

戸
●

　「スパッシュランドしろいし」の

利用者が、6月20日で1万人を突破

しました。オープンした5月28日か

ら数えて24日目に当たります。

　1万人目に当たったラッキーな方

は、白石市旭町にお住まいの大野智

広さんです。大野さんには、スパッ

シュランドから記念品と3枚の無料

招待券がプレゼントされました。

　また、4月1日から募集をしてい

ました市民会員も、このほど1，000

世帯を突破しました。これからも市

民会員は募集しておりますので、ぜ

ひお申し込みください。

スパッシュランドの

リフレッシュメニュー

Nu1〔50mプール）

附2〔バーデゾーン）

穣，慧離
　騨響覇麓

Na3〔岩風呂）

Q8あ

　全館利用料金は、どこを

　　　　　　　使っての料金？

　料金は、岩風呂だけの場合、プー

ルだけの場合と、全館利用とに分か

れています。全館利用は、岩風呂＋

プール＋バーデゾーン（超音波湯・

うたせ湯・サウナなど10種類以上の

浴槽を配置。水着着用）が入っての

料金です。

トレーニングルームを使うときは？

　スパッシュランドの利用料金だけ

でトレーニングルームもご利用いた

だけます。使う時は、トレーニング

ウェア、シューズを持参し、受付に

申し出てください。

　休憩室はあるの？

　あります。2階の和室（74畳）と

レストルームが休憩室になっており

自由にお休みいただけます。またプ

ールサイドや岩風呂の前などにも休

む場所はあります。

式與・イベント谷購隣驚嫌顯譜
ξVE閥丁　　　　玄関前でテープカットを行い、プール

　　　　　　　　　　　　ではくす玉を割って落成を祝いました．

　　　　　　　　　　　　　記念イベントとして、完成したば
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▲蒲谷副知事、川井市長などによる

テープカツト・

かi）の50メートルプールで、水戸市

水府流水術協会による日本古式泳法

やシンタロナイズドスイミング、国体

県高校代表男女選手による模範泳法

などが披露されました。

▼多目的室では歌謡ショーやカラオケ

大会も開かれました。
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〉日本古式泳法の披　　　　　　　　な媚

露では、甲胃を着

難華塞藷蓋
書いたり、400年の　　　　．．、！、、ヲ．，，亭．

伝統技術を見せて　　　　　　　　　　　　ノ

くれました。　　　一・一［－

慮醤
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離
撃

▲模範泳法では、宮城県内の高校生の

トップレベルが男女メドレーを披露

しました。このスパッシュランドを

利用して9月には県内高校の新人大

会が開かれる予定です。

〈92年新作水着投票がプールサイドで行わ

れました。



▲中央公民館わんぱく教室

キャンプや土器づく1）などたくさん

の仲聞とあらゆる経験をして、身も

心もたくましくなi）ます．

　　毬…灘　　 濫鍵

　　 ・
・
， 膠　　　黎

　　　　摂　曝懸、

鐸顯解響一
　▲ファミリーウォーキング

親子が一緒に自然の中を歩き汗を流

すことはとても素晴らしいことです，

親子の絆を実感する一時でしょう。
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▲南町自治会クリーン作戦

南町自治会ではゴミ拾いをはじめお

まつり参加、白石城復元募金活動な

ど子どもとの交流の場がいっぱい，

鱗轍繍蟻襲
　　　　　ゑド

　▲野外活動ボランティア研修

子どもたちに野外活動の楽しさを教

えるため、一生野命に研修に取り組

んている与もいます

　　　地域の子

佐々木とし子さん

　　　（城北町）

　「母親クラブ」は、子どもの健や

かな成長と幸せな生活を願い「よそ

の子も、わが子も、みんな地域の子」

と心よせあったお母さんたちのクラ

ブです。

白石には「杉の子」と「どんぐ1）」

の2つのクラブがあ1）、それぞれ特

徴は違いますが、1）児童養育に関す

る研修、2〉世代間交流・文化活動、

3）児童の事故防止を活動の柱として

児童福祉の向上をめざし、宮城県内

の、さらに全国のタラブと手をつな

いでいます。

ひと1）っ子や核家族化が進む中で、

子ども同志で安全に遊べる環境が失

　●

窮

　われています。

　そこで、その拠点に児童館をすえ

　て、先生たちの指導のもと健全な遊

　びや伝承遊びのお手伝いをしていま

　す。「子どもまつり」はその代表です。

　母親自身が楽しんで参加し、自分で

　何ができるかをみつけ、小さな歩み

　でも、タラブ貝の成長・向上は愛の

　輪となって子どものまわ1）を結びあ

　っています。

　この地で育ってよかったと思える

　地域づくりに役立っていきたいもの

　です。
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白石ジュニアリーダー・キャロル

▲
乳
「

写

小野文恵さん
　　　（長町）

鹿

　　　　　　　ノハニアリ　ク　ボランティアサータル「白石J・L

キャロル」は昭和50年に結成され、

現在、中学！年生から高校3年生ま

での会員53名で活動しています。

活動は、市のお祭1）やイベントの

協力・参加をはじめ、児童館、子供

霧繰難1碧』二1繭諺綴
●

　　　　国

のできない大きな魅力があ1）ます。

じかに触れなくては分からないもの

だろうと思いますが、自分の未知な

能力を引き出したり、新しい自分を

見つけるには絶好の場です。

そんな先輩より受け継いだ素敵な

伝統を崩すことなく、市内の子ども

たちがたくましく成長するように小

さな力ではあ1）ますが自覚を持って

活動を続けて行きたいと思っていま

す。

　　捗漉熱翻iV
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子
ど
も
の
人
間
形
成
の
中
で
、
友
達

と
遊
ん
だ
h
，
、
地
域
の
活
動
に
積
極
的

に
参
加
し
た
り
す
る
こ
と
は
と
て
も
大

切
な
こ
と
で
す
．
こ
れ
は
、
子
ど
も
の

自
立
心
や
社
会
と
の
協
調
性
を
は
ぐ
く

む
う
え
で
、
お
ろ
そ
か
に
し
て
は
な
ら

な
い
こ
と
で
す
。

　
と
こ
ろ
が
、
塾
や
習
い
事
に
時
間
を

と
ら
れ
、
友
達
と
遊
ぶ
時
問
が
な
い
子

ど
も
た
ち
が
多
い
の
が
現
状
で
す
、
ま

た
、
親
自
身
、
地
域
の
活
動
に
あ
ま
り

積
極
的
で
な
い
こ
と
が
多
い
た
め
、
子

ど
も
た
ち
が
地
域
の
活
動
に
積
極
的
に

参
加
し
よ
う
と
し
な
い
、
し
た
く
て
も

ど
、
つ
や
っ
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
な
い

と
い
う
の
が
実
情
の
よ
う
で
す
。

　
そ
こ
で
、
子
ど
も
の
遊
び
の
重
要
性

を
再
認
識
す
る
と
と
も
に
、
親
自
身
、

地
域
の
活
動
に
積
極
的
に
参
加
し
た
り
、

隣
近
所
と
の
付
き
合
い
を
深
め
て
い
く

こ
と
で
、
社
会
性
を
身
を
も
っ
て
子
ど

も
に
教
え
て
い
く
こ
と
が
大
切
な
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
今
年
の
二
学
期
か
ら
”
学
校
週
五
日

制
”
が
実
施
さ
れ
、
月
一
回
、
第
二
土

曜
日
が
休
み
に
な
り
ま
す
。

こ
れ
は
違
う
年
齢
の
仲
問
と
の
遊
び
、

自
然
体
験
、
社
会
体
験
、
生
活
体
験
を

増
や
し
、
自
ら
考
え
、
判
断
し
、
行
動

で
き
る
資
質
や
能
力
を
育
て
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
、
休
日
が
増
え
た

か
ら
と
い
っ
て
勉
強
だ
け
に
費
や
し
た

り
、
た
だ
荘
然
と
過
ご
す
の
で
は
意
味

が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
こ
れ
か
ら
、
社
会
が
ま
す
ま
す
多
様

化
し
、
大
き
く
変
化
す
る
と
予
想
さ
れ

ま
す
。
そ
れ
に
対
応
で
き
る
子
ど
も
を

育
成
す
る
に
は
、
家
庭
と
地
域
の
強
力

な
サ
ポ
ー
ト
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
，

　
休
日
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
子

ど
も
た
ち
の
生
活
が
活
気
あ
る
も
の
に

な
る
よ
う
に
、
社
会
全
体
で
見
守
り
、

対
策
を
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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］⊇億巳417万3千円

（98。5％）

コ12億1・045万2千円

蝋2脚。万1千円

3億4，914万2千円（9L5％）

圏姦，鷺3億5，258万4千円（80，7％）

7億6。176万5干円（7日．2％）

9億3，074万5千円（98．3％）

10億1．538万9千円（39，3％）

15億7田万2千円（95．3％）

19億740万7千円（B2．6％）

23億B，日82万4千円（81．5％）
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（4日．7％）

十畳目会

他
　
　
費
　
　
費
　
　
費
　
　
費

その

議会

労働

消防

商工

農林水産業費

衛生費

公債費

民生費

土木費

総務費

教育費

般

3
年
度

τ
半
期

その他
使用料及び

手数料
自動車取得

税交付金

繰越金

地方譲与税

財産収入

繰入金

諸収入

国県支出金

市　債

市　税

地方交付税

2億a627万2千円謄

　　　　　　　（107．1％

1億4670万8千円匹

一千罐
　　　　　　　　（100％
　　1億7．B7圖万日千円「

3億1，刀7万日千円1（100％

4億3・19ア万B千円陣

（100％）5億2，075万6千円

00．日％日億4，032万8千円

（72．日％）14億8，262万円

（2。2％）2日億3，350万円

（104．9％）35億2，427万1千円

00％
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平成4年3月31日現在

　　　　　（単位：干円

平成3年度特別会計の予算執行状況

出歳入歳

予算残額支出済額未収入額収入済額調定額

予算現額別計会

320．7281．899．736356．1942．001．6212．357．8152．220．464国民健康保険

596．314824，55818．191676．980695．1711．420．872下水道事業

1．13523．36597422、95023．92424．500地方卸売
市場事業

218．1832．161．126152．1632．281．2202，433．3832．379．309入保健1老

1．136．3604．908．785527．5224．982．7715．510．2936．045．145計

厳
し
さ
続
く
市
の
財
政

　
市
民
の
み
な
さ
ま
か
ら
納
め
て
い
た

だ
く
市
税
は
、
市
の
財
政
運
営
の
中
心

と
な
っ
て
お
り
、
市
が
自
主
的
に
使
え

る
大
切
な
お
金
で
す
。
し
か
し
歳
入
全

体
に
占
め
る
割
合
は
二
十
四
パ
ー
セ
ン

’
3 938373635343332313029282726252423222120191817161514131211109876543210
　　　　　　

平成3年度一般会計歳出予算に　　　　　1㌔給在㌔た
計上した主な事業及び事業費　、単位：千円）　鶴登鑓頚

方
交
付
税
は
、
四
十
三
憶
二
千
七
百
六

十
九
万
四
千
円
で
三
十
パ
ー
セ
ン
ト
、

公
共
事
業
、
そ
の
他
国
や
県
か
ら
た
の

ま
れ
た
仕
事
に
対
す
る
国
・
県
支
出
金

が
、
十
四
億
八
千
二
百
六
十
二
万
円
で

十
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
つ
ま
り
、
市
の
歳
入
の
う
ち
四
十
四

パ
ー
セ
ン
ト
に
あ
た
る
六
十
四
億
五
千

八
百
三
十
五
万
九
千
円
を
国
や
県
に
頼

っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
お
金
の
都
合
の
で
き
な
い
分

は
、
市
債
と
い
う
借
金
で
支
払
わ
な
け

ト
、
こ
れ
に
諸
収
入
、
繰
入
金
、
財
産

収
入
な
ど
を
加
え
た
自
主
的
に
使
え
る

財
源
は
三
十
八
パ
ー
セ
ン
ト
に
す
ぎ
ま

せ
ん
。

　
｝
方
、
国
か
ら
毎
年
交
付
さ
れ
る
地

判←」一一一J－
4443　　　　39　383736

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
が
二
十
六
億

三
千
三
百
五
十
万
円
で
す
。

　
当
市
が
今
後
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
業
に
学
校

施
設
や
生
活
環
境
の
整
備
な
ど
が
あ
り

ま
す
が
、
財
政
環
境
は
依
然
と
し
て
厳

し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　
市
で
は
経
費
の
節
減
を
は
か
る
一
方
、

市
の
借
金
で
あ
る
市
債
で
手
当
す
る
な

ど
苦
し
い
や
り
く
り
に
よ
り
、
歳
出
に

見
合
っ
た
財
源
の
確
保
に
努
力
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

事業費

80．000

227．346

140．000

767．921

623．680

237．999

　事　業　名
水と石との語らいの
公　園　整　 備

都市計画街路
大型店対策資金
融資制度等貸付金

市　道　整　備
小原小学校校舎・
体育館等建設
小原中学校体育館建設

事業費

915．960

255．330

110．000

18．914

事　業　名
仙南地域広域行政事務組合

負　　担　 金

一市二町組合負担金・

補助金・出資金
キャピタルオペレーション

基金出えん金
交通安全対策

269．666策対者齢高

172，865備整設農業施
124．061白石中学校柔剣道場建設70．908

59．011一
設

タンセイテニユ
こ
、

コ東城
建

107．000

71．2！7元復城石白73．258

農村総合整備モデル

異常気象災害対策
融　資　預　託　金
スパ・．’シュランド

ノぐ一クる重言設
175、683勤労者体育館建設2．237．941ド

設

ンラ
建

ユ
ー

　
レ

シ
ノ

ッ
プ

ぐ
泉

ノ
温

ス
（



　
「
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
」
と
は
、
十
九
世
紀
後
半

か
ち
第
一
次
欧
州
大
戦
の
勃
発
に
至
る
ま
で
を
言

い
、
六
百
年
に
亘
り
中
東
欧
に
覇

を
と
な
え
た
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
王
朝

の
没
落
の
時
代
で
あ
る
。
古
い
秩

序
が
崩
れ
、
哀
調
を
帯
び
た
滅
亡

の
前
の
素
晴
ら
し
い
輝
き
の
時
で

あ
っ
た
。

　
実
際
に
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
を
支

え
た
人
材
を
見
る
と
、
驚
嘆
す
る

外
は
な
い
。
絵
画
で
は
ク
リ
ム
ト
、

シ
ェ
ー
レ
、
コ
コ
シ
ュ
カ
。
文
学

蕎
娃
河
、
罫
諺
　
砺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
》

バ
イ
タ
、
作
曲
家
の
マ
ー
ラ
ー
、
　
　
　
　
ル

ブ
ル
ッ
ク
ナ
ー
、
ヨ
ハ
ン
・
シ
ュ
ト
　
　
　
助

ラ
実
父
子
・
ド
ボ
ル
7
ク
ジ
　
評

エ
ー
ン
ベ
ル
ク
。
い
ず
れ
も
こ
の

時
代
の
偉
才
で
あ
る
。
ア
ー
ド
ル

7
ロ
ー
ス
、
オ
ッ
ト
ー
・
ワ
ー
グ

ナ
ー
の
よ
う
な
建
築
家
、
精
神
分
析
学
の
フ
ロ
イ

ト
、
医
学
に
お
い
て
は
ウ
ィ
ー
ン
大
学
は
公
衆
衛

1
と
い
う
哲
学
者
に
、
そ
の
理

こ
ろ
、
オ
ッ
パ
ー
は
「
パ
プ
ス

■「世紀末ウィーン』に思う■

生
学
発
祥
の
地
で
あ
る
。
経
済

・
メ
ン
ガ
ー
、
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ

学
で
は
、
カ
ー
ル

ー
、
法
学
の
ハ
ン

ス
・
ケ
ン
ゼ
ン
、

フ
ェ
ァ
ド
ロ
ー
ス

等
々
、
二
十
世
紀

に
大
き
な
影
響
を

与
え
た
人
材
が
次

か
ら
次
へ
と
輩
出

す
る
。

　
そ
の
理
由
は
何

だ
ろ
う
か
。

　
政
治
思
想
史
家

シ
ョ
ウ
ス
キ
ー
の

名
著
『
世
紀
末
ウ

ィ
ー
ン
』
の
翻
訳

者
で
あ
る
安
井
琢

磨
先
生
が
、
か
つ

て
ロ
ン
ド
ン
で
、

ウ
ィ
ー
ン
出
身
の

カ
ー
ル
・
オ
ッ
パ

由
を
た
ず
ね
た
と

ブ
ル
グ
王
国
け
多

民
族
国
家
で
、
ド
イ
ツ
人
、
チ
ェ
コ
人
、
マ
ジ
ャ

ー
ル
人
、
ク
ロ
ア
チ
ア
人
等
の
様
々
な
民
族
が
集

ま
っ
て
で
き
た
国
家
で
あ
る
。
こ
の
多
民
族
の
文

化
が
ウ
ィ
ー
ン
で
衝
突
を
し
た
。
こ
の
文
化
的
衝

突
（
カ
ル
チ
ュ
ア
ル
・
タ
ラ
ッ
シ
ュ
）
が
、
ウ
ィ

ー
ン
人
に
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
求
め
る

こ
と
を
強
い
、
独
自
の
文
化
を
生
ん
だ
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
」
と
答
え
た
と
聞
か
せ
て
頂
い
た
。

　
ハ
プ
ス
ブ
ル
グ
王
朝
が
滅
亡
し
た
後
、
も
は
や

世
界
の
文
化
を
リ
ー
ド
す
る
偉
材
は
中
東
欧
か
ら

は
生
ま
れ
て
こ
な
い
。
第
一
次
大
戦
後
、
諸
民
族

は
そ
れ
ぞ
れ
の
独
　
バ
プ
ス
ブ
ル
グ
王
家
の

立
の
道
を
求
め
、
　
　
　
　
シ
エ
ー
ン
リ
ル
ン
宮
殿
『

多
民
族
の
共
存
共

栄
、
交
流
の
土
壌
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
猛

が
な
く
な
っ
て
し

ま
っ
た
。
更
に
、

ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り

て
併
合
さ
れ
た
り
、
　
　
　
　
』
　
　
｝

族
が
そ
れ
ぞ
れ
の
持
つ
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
主

張
し
な
が
ら
、
い
わ
ゆ
る
カ
ル
チ
ュ
ア
ル
タ
ラ
ッ

シ
ュ
を
繰
り
返
し
た
。
文
化
の
基
盤
が
な
く
な
っ

た
の
で
あ
る
。

　
東
北
工
業
大
学
の
川
向
先
生
と
、
こ
の
話
し
を

し
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の
時
先
生
は
言
わ
れ
た
。

「
私
は
、
も
う
一
つ
原
因
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

そ
れ
は
ヒ
ト
ラ
ー
に
よ
つ
て
ユ
ダ
ヤ
人
の
大
虐
殺

が
行
わ
れ
、
あ
の
民
族
の
優
秀
な
血
が
オ
ー
ス
ト

リ
ア
か
ら
消
え
去
っ
た
こ
と
で
す
。
よ
か
れ
あ
し

か
れ
、
ユ
ダ
ヤ
民
族
が
我
々
の
世
紀
に
与
え
た
影

響
は
計
り
知
れ
な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
。

　
今
、
国
際
化
の
時
代
が
叫
ば
れ
て
い
る
。
国
際

化
と
は
、
単
に
外
国
人
が
我
々
の
市
に
足
を
向
け

た
り
、
ま
た
我
々
が
外
国
に
行
く
こ
と
だ
け
で
は

な
い
は
ず
で
あ
る
。
お
互
い
の
交
流
の
中
で
、
自

ら
の
力
で
自
立
の
精
神
を
確
立
し
、
異
文
化
に
ぷ

つ
か
っ
て
、
自
分
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
を
究
め

る
こ
と
が
、
何
よ
り
も
大
切
な
こ
と
で
あ
る
。
こ

れ
が
、
「
世
紀
末
ウ
ィ
ー
ン
」
が
私
達
へ
残
し
て
く

れ
た
大
き
な
教
訓
で
あ
ろ
う
。

みなさんからの素敵な

情報を待ってます

南に碧水園あり／

6月7日、白石市古典芸能伝承の

館「碧水園」において白石市伝統芸

能フェスティバルが開かれました。

　「碧水園」開館2年目を記念した

この企画では、市内12の古典芸能団

体が4時間にわた1）謡曲や舞踊を披

露。訪れた人たちは奥深い伝統芸能

の世界を堪能していました。

また途中、主催者側の白石市伝統

芸能振興会会長・浜田徳兵衛さんが

「市民全貝に利用していただき、碧

水園を建ててよかったと思ってもら

えるようにしていきたい」とあいさ

っし、ますます碧水園が市民に定着

するよう決意を新たにしていました。

奇跡の人・ヘレンケラーを熱演

．、、
頭麟頃雇『鰍の縢』禰曝

細㌧うひ’

　　踊　耀．＝．
ライオンズタラブ国際協会332－C

地区の第32回年次大会を記念して5

月17日、中央公民館で福祉演劇「奇

跡の人・ヘレンケラー」が上演され

ました。

出演したのは白石陽光園、白石あ

けぽの園、白石寿光園の園生15名。

2か月前から練習して台詞を覚え、

舞台に立った園生たちの熱演に、集

まった200人の観衆から大きな拍手

が沸きおこっていました。

まちかど・ズーム，A，！

　　手に汗握る訓練

響．　　　　「甲銀
　　　　　　　　　　　　　夢
　塁

　　縛麟幅欝　梅
ぺ

二鰭弊一轡，、難・　　一
、＿」5、　 ．尋押概

難
鷺
、
幡

宮城県沖を震源とするマグニチュ

ード7、5の大規模な地震が発生した

と想定し、6月12日の県民防災の日、

白川地区を会場に総合防災訓練が行

われました。

去年、煙の恐ろしさを体験できる

として反響のあった煙中避難訓練や

車両火災防御訓練、初期消火訓練な

ど、今回もあらゆる火災に対応した

訓練が展開されました。また、白石

では初めての自衛隊による橋梁仮設

訓練も行われ、参加した約700名の

市民は迫力ある訓練に、災害がいか

に怖いものか再確認していました。

早く育てさつまいも

5月30日、白石農協の協力を得て

深谷保育園の園児たちが、地元のお

年寄りの方々とさつまいもの苗植え

に挑戦しました。

これは、深谷保育園が地域に根ざ

した保育園作1）の一環として行って

いるものの一つで、ほかに「おじい

ちゃん・おばあちゃんと遊ぶ会」、

「ゲートボール大会」などたくさん

の交流行事が開かれています。

　　　　藁　．・津勘～
　　ε．　　　愈ン、な．像　　愈
　　　γ1κ　　　　　　　　　r、

おじいちゃん・おばあちゃんは、

園児たちを待ちきれず、朝早くから

苗植えの準備をするほどのハッスル

ぶり。もう、園児たちとさつまいも

を収穫する日が待ちどうしいようで

した、

1

152チームの熱い戦い

6月7日、岩崎テニスコートにお

いて、第26回県南中学校ソフトテニ

ス大会が行われました。

この大会は、仙南のレベルアップ

が県のレベルアップにつながること

から基本をしっかり学ぶことを目的

に、白石庭球協会、鴻志会等が主催

して開催しているものです。

当日は今にでも雨が降1）そうな天

候でしたが、参加した男子21校・女

子30校からのヤングテニスプレイヤ

ーたちの熱気で無事大会を終了する

ことができました。

優勝チームは次のとおりです。

！男子・阿部・畑山チーム（船岡中）

／女子ン渡辺・江田チーム1船迫中）

桜並木をリフレッシュ

白石川堤防の桜並木をきれいにし

ようと、東北電力白石営業所が春の

サービス旬間にちなんで5月26日、

高所作業車を使って桜の枝切りを行

いました。

叢、
孟磁

　
趣

　　．些島『　　鴎
作業には東北電力のほかユアテッ

タ、NTT、地元自治会などから70人

が参加。テングス病などにかかって

枯れた枝などを、配線作業などに使

う高所作業車10台をフル稼動して、

50本の桜を次々と手入れしました。

市民からも手入れを希望する声が

上がっていた中でのタイムリーな企

画に、参加した自治会では「感謝し

ます。これからも継続して行ってほ

しい」と大喜びでした。

歯は体の入口です

80歳になっても20本の歯を残そう

と6月6日、中央公民館において歯の

健康教室白石市大会が行われました。

子ども歯科保健にポイントをおい

たパネルディスカッションでは、歯

ぐきの病気の低年齢化が指摘され、

大人が実際に子どもの前で手本を見

せることの大切さを認識させられま

した。

このほかに、歯みがき指導や歯科

検診も行われ、子どもたちもしっか

り歯の健康を学びとっていました。
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社
交
ダ
ン
ス
の
会
、
ダ
ン
ス
パ
ル
白

石
が
結
成
さ
れ
、
早
く
も
十
六
年
を
迎

え
る
ま
で
に
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
年

齢
層
に
幅
が
あ
り
、
若
手
か
ら
高
年
ま

で
三
十
名
。
週
一
回
な
ご
や
か
な
雰
囲

気
の
な
か
で
練
習
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
講
師
は
、
仙
台
奥
山
ダ
ン
ス
所
属
の

芦
田
恵
子
先
生
で
、
こ
の
会
創
設
以
来

の
先
生
で
す
。

　
若
い
人
達
は
、
各
地
で
開
催
さ
れ
る

ダ
ン
ス
競
技
会
で
入
賞
で
き
る
こ
と
を

目
標
に
、
ま
た
中
年
の
人
は
よ
り
高
度

な
技
術
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
さ
ら

に
高
年
の
入
は
楽
し
さ
と
健
康
の
喜
び

を
か
み
し
め
る
た
め
に
、
と
い
っ
た
そ

れ
ぞ
れ
の
目
標
を
掲
げ
て
練
習
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　
夏
は
汗
び
っ
し
ょ
り
に
な
っ
て
の
練

習
。
冬
で
も
暖
房
な
し
で
身
体
は
ポ
カ

ポ
カ
。
身
体
を
十
分
動
か
し
た
あ
と
の

疲
労
感
は
、
心
地
よ
い
も
の
で
す
。

　
幅
広
く
奥
の
深
い
ダ
ン
ス
。
そ
の
奥

に
一
歩
で
も
近
づ
こ
う
と
み
ん
な
が
努

力
し
て
い
ま
す
。

　
年
に
何
回
か
開
催
さ
れ
る
ダ
ン
ス
パ

ー
テ
ィ
ー
で
は
、
自
分
の
技
術
を
試
し

象
臨

零　
賎

跡ずr　〆

部

政
敏

グ

写真と文

東北植物研究会

上野雄規

≦

た
り
、
披
露
で
き
る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス

で
す
。
公
民
館
大
ホ
ー
ル
一
杯
に
繰
り

広
げ
ら
れ
る
ダ
ン
ス
の
輪
。
他
県
か
ら

他
市
町
か
ら
同
好
の
士
た
ち
が
集
ま
り
、

と
り
ど
り
の
ダ
ン
ス
の
華
が
咲
く
。
新

し
い
ス
テ
ッ
プ
、
技
術
を
覚
え
る
よ
い

機
会
に
も
な
り
ま
す
。

　
ダ
ン
ス
は
健
全
で
、
楽
し
さ
と
健
康

美
を
作
る
よ
い
ス
ポ
ー
ツ
だ
と
思
い
ま

す
。
新
会
員
の
加
入
を
心
か
ら
歓
迎
し
、

白
石
の
ダ
ン
ス
人
口
が
ま
す
ま
す
増
え

る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま
す
。

　　　　　　畑）鵡苧伽？醒壷姻罐静酔ゆ鮎嚇穐幣一

梅
雨
の
光
源

エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ

難
ぎ
弩
じ

　
お
と
と
し
の
初
秋
、
白
川
ヘ
シ
ダ

類
の
採
集
に
出
か
け
た
こ
と
が
あ
っ

た
。
小
さ
な
沢
の
源
流
で
野
生
の
ア

ジ
サ
イ
類
に
出
会
っ
て
驚
い
た
。
エ

ゾ
ア
ジ
サ
イ
で
あ
る
。

　
本
州
日
本
海
側
・
北
海
道
の
多
雪

地
帯
に
生
え
る
本
種
と
対
応
す
る
よ

う
に
、
太
平
洋
側
に
は
ヤ
マ
ア
ジ
サ

イ
が
生
え
、
両
者
は
す
み
わ
け
を
し

虎岩付近のエゾアジサイ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醒

　
　
て
い
る
。
た
だ
、
後
者
の
北
限
の

　
地
帯
阿
武
隈
山
地
北
部
で
は
ど
酸

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ぐ

　
ん
な
分
布
様
式
を
示
し
て
い
る
伽

　
　
の
か
、
興
味
の
尽
き
な
い
と
こ
醗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醒

　
ろ
で
あ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
亭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鷲

　
　
両
者
は
ア
ジ
サ
イ
の
変
種
に
↓

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ひ

　
こ
の
ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
、
山
元
町
南
旬

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
V

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醒

一
方
、
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
は
暑
急
囹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
％

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
占

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
じ

　
両
変
種
の
分
布
域
は
、
阿
武
隈
山
穐

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
覧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
訴

　
白
石
市
民
会
館
前
の
沢
端
川
沿
い
　
↑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
リ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
醒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
幹

位
置
づ
け
ら
れ
、
エ
ゾ
ア
ジ
サ
イ
は
幹

ヤ
マ
ア
ジ
サ
イ
よ
り
葉
、
装
飾
花
、
　
幅

果
実
な
ど
が
大
き
い
こ
と
で
区
別
で
偶

き
る
。
ま
た
、
本
県
に
生
え
る
ヤ
マ
姻

ア
ジ
サ
イ
は
装
飾
花
が
白
い
。
　
　
　
轟

部
の
沢
沿
い
に
多
く
、
亘
理
町
が
北
醒

限
で
あ
る
。
白
石
に
近
い
所
で
は
角
縦

田
市
斗
蔵
山
で
見
ら
れ
る
の
に
、
な
鈴

ぜ
か
市
内
に
入
っ
て
い
な
い
。
　
　
　
醒

で
は
虎
岩
周
辺
及
び
不
忘
山
、
特
に
や

シ
ャ
ク
ナ
ゲ
山
荘
よ
り
下
方
な
ど
で
嚇

見
る
こ
と
が
で
き
る
。
近
年
、
越
河
醒

で
確
認
し
た
が
、
阿
武
隈
山
地
北
部
姻

で
は
丸
森
町
筆
甫
の
自
生
が
知
ら
れ
轟

る
の
み
だ
っ
た
。
白
川
の
自
生
が
確
姻

認
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
今
後
、
筆
哲

甫
ま
で
の
空
間
を
つ
な
ぐ
自
生
地
が
び

見
つ
か
る
こ
と
が
期
待
で
き
る
。
　
　
び

地
と
東
北
山
地
の
隣
接
地
域
で
は
一
覧

部
が
重
な
り
合
っ
て
い
る
も
の
と
予
覧

想
さ
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
↓

は
、
今
年
も
ア
ジ
サ
イ
類
の
花
が
青
醒

空
色
に
輝
い
て
い
る
。
　
　
　
　
　
鉾

↑
き
～
～
～
～
β
～
～
2
う
k
ツ
↑
～
～
〕
↑
〕
↑
～
ウ
↑
♂
ウ
↑
2
2
ウ
↑
2
ウ
↑
2
ウ
↑

　私は6年ほど上京して、美容師の勉強をし

ていましたが、今年の4年に母の経営する美

容室を手伝うため、この町に帰ってきました。

　若葉は目に優しく、空気は清浄で、水は清

らかでおいしい。頬をなでる涼しい風さえも、

さらさらと心地よいのです。そして何よりも

人々の顔がとても穏やかで、いい表情をして

います。「やはり故郷はこうあるべきだ」と

感動してしまいました。

　白石も少しずつ変化をしていくでしょう。

も、この恵まれた自然と人の心の豊かさや

替さが損なわれたのでは、意味があ1）ませ

他の町の人が住みたくなるような街に発

でも、この恵まれた自然と人の心の豊かさや

素朴さが損なわれたのでは、意味があ1）ませ

ん。他の町の人が住みたくなるような街に発

展して欲しいと思います。

　「くらし日本一のまちづく1）」を目指して

いると聞きました。高齢化問題や環境保護問

題など、いろいろと大変だと思いますが、市

民全員で頑張って、　「くらし日本一のまち」

に発展していけたら素敵ですね。私もできる

かぎ1）協力は惜しまないつも1）です。

　21世紀、白石の未来が楽しみです。

●◎●oo●●●●●●●●●

麟習　　　　　　吉田正俊さん
　　　　　　　1半沢屋敷西）

　7年ほど前から琴名流大正琴教室に入1），、

月3回中央公民館に出かけて大正琴の練習に

励んでいます。

　会員は28名お1）、私の外は全員女性ですの

で、会員相互のふれあいが非常に和やかです、

　年に3、4回ほどの発表する機会があ1）ま

すので、それが一層の励みになっています。

これからも健康と老化防止のために続けてい

きたいと思っています。
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文
芸
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㎜
畷
圏
川
股
兵
三
選

”
一
一
湯
の
宿
の
足
に
馴
じ
ま
ぬ
下
駄
重
く
こ
け
し
の
里
に

’
皿
土
産
物
買
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
津
　
重
子

．
皿
、
薬
売
り
馴
染
と
な
り
て
十
年
余
風
船
欲
り
し
子
も
人

、
㎜
と
な
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
沢
　
敏
子

㎜
’

』
昏
足
音
に
メ
ダ
カ
の
一
線
散
り
乱
れ
さ
さ
濁
り
す
る
春

『
の
水
か
な
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
大
野
　
兼
三

江
2
ろ
絃
々
と
堀
り
お
こ
さ
れ
し
畑
土
の
足
よ
り
伝
ふ
春
の

皿
’

　
ぬ
く
も
り
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
赤
柄
　
と
し

一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
っ
が
い

喉
端
の
上
流
泳
ぐ
鴨
の
番
短
か
き
足
は
水
に
透
り
ぬ

一
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
澄
子

洞
仰
ぎ
つ
つ
高
み
に
登
り
ゆ
く
子
ら
に
夫
は
梅
の
枝
下

瓢
げ
触
れ
し
め
ぬ
　
　
　
　
　
　
　
　
小
野
　
祐
子

7
と
日
ご
と
緑
色
増
す
山
見
れ
ば
生
き
る
力
の
湧
き

戸
”
1
昌
－
甜
1
”
1
誕
ー
睡
ー
閥
一
i
㍑
1
冒
－
貝
－
淵
－
嵩
－
罷
－
岡
悶
－
訟
－
瞬
－
謎
ー
に
μ

く
る
思
ひ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
佐
藤
　
ひ
で

こ
み
あ
げ
て
曇
る
眼
鏡
を
拭
き
な
が
ら
兵
た
り
し
日

　
つ
　
ま

の
亡
夫
の
写
真
見
る
　
　
　
　
　
　
　
川
村
　
静
恵

さ
や
さ
や
と
五
月
の
風
に
ゆ
れ
て
ゐ
る
花
季
す
ぎ
し

若
葉
の
ま
ぶ
し
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
崎
　
と
く

満
開
の
桜
並
木
の
土
手
に
侍
ち
清
し
き
空
気
胸
ふ
か

く
吸
ふ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鈴
木
　
い
く

「
評
」
一
首
目
、
温
泉
の
朝
の
風
景
と
情
感
が
的
確

に
表
現
さ
れ
佳
作
で
あ
る
。
二
句
、
三
句
が
き
め
細

か
い
歌
に
し
て
い
る
。
二
首
目
、
一
年
に
↑
度
訪
れ

る
富
山
の
薬
売
り
と
長
い
年
月
の
間
に
馴
染
と
な
り

風
船
を
嬉
ん
で
も
ら
っ
た
幼
子
も
今
は
立
派
に
成
人

と
な
っ
た
。
歳
月
の
流
れ
と
生
活
が
根
底
に
あ
り
、

良
い
作
品
で
あ
る
。

鈴
木

貞
　
二
選

戸
口
よ
り
梯
子
か
か
れ
る
飼
屋
か
な
　
佐
藤
　
善
夫

遠
き
ほ
ど
植
田
あ
か
る
く
光
り
け
り
　
佐
藤
　
周
子

て
っ
ぺ
ん
に
咲
い
て
目
立
た
ぬ
桐
の
花

百
千
鳥
ふ
と
こ
ろ
深
く
抱
く
大
樹

山
奥
に
人
住
む
ら
し
く
鯉
幟

丸
太
道
会
釈
交
し
ぬ
水
芭
蕉

花
苗
を
植
え
て
八
十
八
夜
か
な

病
床
に
菜
の
花
匂
ふ
夜
と
な
り
ぬ

逆
さ
ま
の
蔵
王
植
田
に
沈
め
を
り

八
重
桜
朝
日
に
映
ゆ
る
彩
り
に

「
評
」
一
句
目
、

鈴
木
　
民
子

日
下
　
　
文

高
橋
正
雄

若
桑
げ
ん
じ

三
浦
　
愛
嶺

勅
使
瓦
令
造

高
子
　
　
橘

竹
谷
つ
ぎ
子

　
　
　
　
　
家
の
中
は
蚕
棚
で
一
杯
な
の
で
座

敷
の
寝
床
も
な
い
飼
屋
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。
二

句
目
、
遠
く
の
方
の
植
田
が
近
く
よ
り
も
明
る
く
見

え
る
作
者
の
発
見
で
あ
る
。
三
句
目
、
桐
の
花
が
一

番
上
の
枝
だ
け
に
咲
い
て
い
る
た
め
目
立
た
な
い
。

〇
七
月
例
会
は
、
七
月
二
十
六
日
（
日
）
中
央
公
民
館

で
行
い
ま
す
。

、

鈴
木
誤
差
選

万
歩
計
つ
け
て
自
転
車
休
ま
せ
る

米
沢
礼
子

い
い
人
が
居
て
励
み
つ
く
趣
味
の
会

都
合
い
い
時
だ
け
聞
こ
え
遠
い
耳

風
か
お
り
万
歩
同
士
の
鉢
合
わ
せ

父
の
権
威
年
金
だ
け
で
支
え
ら
れ

農
繁
期
老
人
だ
け
が
田
を
植
え
る

デ
ッ
ド
ボ
ー
ル
喜
ぶ
ゼ
ロ
と
ゼ
ロ
勝
負
佐
藤

駆
け
足
で
行
っ
て
し
ま
っ
た
孫
台
風
　
大
沼

豪
邸
に
未
婚
の
女
一
人
棲
む
　
　
　
　
斎
藤

村
の
バ
ス
連
休
客
で
時
刻
ず
れ
　
　
　
岩
松

「
評
」
一
句
目
、
足
は
第
二
の
心
臓
と
言
わ
れ

く
こ
と
は
、
健
康
に
と
て
も
い
い
の
で
す
。

を
や
め
て
、
専
ら
歩
い
て
い
ま
す
。
二
句
目
、

さ
ん
は
最
近
、

す
。
何
で
も
、
会
員
に
す
ご
い
美
人
さ
ん
が
…
…

〔
投
稿
さ
れ
る
方
へ
〕

　
毎
月
十
五
日
ま
で
に
一
人
三
首
、
封
筒
ま
た
は
八

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
を
明
記
の
う
え
、
市
長
公
室
広

報
広
聴
係
（
白
石
市
大
手
町
｝
番
一
号
）
へ
。

短
歌
・
俳
句
・
川
柳
の
併
記
は
不
可
。
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七
月
二
十
六
日
は

第
十
六
回
参
議
院
議
員

　
　
　
　
　
　
　
通
常
選
挙
投
票
日
で
す

　
棄
権
す
る
こ
と
な
く
、
み
ん
な
で
き
れ
い
な
選
挙
を
行
な
い
、

　
を
投
じ
ま
し
ょ
う
。

　
今
回
使
用
す
る
選
挙
人
名
簿
は
、
七

月
七
日
現
在
調
整
の
名
簿
で
、
こ
の
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
の
要
件
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

o
年
齢
要
件

　
　
日
本
国
民
で
昭
和
四
十
七
年
七
月

　
二
十
七
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

o
住
所
要
件

　
①
平
成
四
年
四
月
七
日
ま
で
に
転
入

　
届
を
し
、
引
き
続
き
居
住
し
て
い

　
　
る
方

　②白

石
市
内
か
ら
転
出
し
て
四
か
月

　
を
経
過
し
て
い
な
い
方

　
ま
た
、
七
月
一
日
以
降
に
転
居
さ
れ

た
方
は
、
転
居
前
の
投
票
所
で
投
票
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

投
票
時
間

　
七
月
二
十
六
日
午
前
七
時
か
ら
午

後
六
時
ま
で
で
す
が
、
福
岡
第
六
、

その一票あなたの声です心です

大
切
な
一
票

第
七
、
第
八
及
び
小
原
第
六
投
票
所

は
午
後
四
時
ま
で
、
福
岡
第
二
、
第

十
及
び
、
小
原
第
一
投
票
所
は
午
後

五
時
ま
で
そ
れ
ぞ
れ
繰
り
上
げ
と
な

り
ま
す
。

入
場
券

　
郵
便
で
お
届
け
し
ま
す
。
　
一
枚
の

ハ
ガ
キ
に
二
名
連
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

切
り
離
し
て
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

不
在
者
投
票

　
投
票
は
、
投
票
所
で
当
日
投
票
す

る
の
が
原
則
で
す
が
、
当
日
投
票
所

に
行
け
な
い
方
の
た
め
に
、
不
在
者

投
票
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

不
在
者
投
票
の
で
ぎ
る
事
由

①
投
票
日
に
投
票
区
の
区
域
外
で
職

　
務
・
業
務
に
従
事
す
る
場
合

②
疾
病
、
負
傷
、
妊
娠
等
に
よ
り
選

　
挙
当
日
歩
行
が
著
し
く
困
難
で
あ

　
る
と
予
想
さ
れ
る
場
合

　
以
上
の
事
由
等
に
該
当
す
る
方
は
、

次
の
期
間
に
不
在
者
投
票
が
で
き
ま
す
。

・
期
間

・
時
間

・
場
所

　
　
内

・
入
場
券
・
印
鑑
を
持
参
し
て
下
さ
い

投
　
票

　
今
回
の
投
票
は
、
選
挙
区
選
挙
と
比

例
代
表
選
挙
の
二
通
り
の
投
票
が
あ
り

選
挙
区
選
挙
の
投
票
は
、
立
候
補
者
の

個
人
名
を
比
例
代
表
選
挙
の
投
票
は
、

政
党
そ
の
他
の
政
治
団
体
の
名
称
ま
た

は
、
略
称
を
記
載
し
て
く
だ
さ
い
。

七
月
八
日
㈱

　
　
～
七
月
二
十
五
日
㈹

午
前
八
時
三
十
分

　
　
～
午
後
五
時

市
役
所
西
側
健
康
セ
ン
タ
ー

　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

尋一岨引引剣鰯噸鰯瞭

開
　　（参議院議員通常選挙投票記載仮

選挙区
投票用紙・うすい黄色

　
　
　
、
七
月
二
十
六
日
㈲
午
後
七

時
三
十
分
か
ら
白
石
市
民
体
育
館
大
ホ

ー
ル
に
お
い
て
行
い
ま
す
。

　
白
石
市
選
挙
管
理
委
員
会

　
白
石
市
明
る
い
選
挙
推
進
協
議
会

　
票

開
票
は

翰
　
ッ

　
　
　
　
4

　
　
ユ
　
　
ぐ

　
　
　
　
ゆ
ア

、
ハ
　
　
甲
『

“噸噺噸瞭r網隙“噸r姻r“噸噛線瞭引鴫頑瞭略“嘲→略鰯“噸瞭引略略噸一網一鰯“硝。咽“姻r“噛

．縫
高齢者のもつ豊かな経験・技能を

社会に提供したい……そう思ったら

お伝い銀行に登録を1

二」　噸鍛　　　　　　　留守番や子守

　　　　　　　　家事補助
◎お年寄1）にできる仕事、たのみたい

　仕事がありましたらご相談ください。

恵盧
以（二

灘
　一般事務や経理事務
　書類の整理や伝票整理など

◎年をとっても何かお役に立ちたいと

　思ったら

※時期的に集中する事務の処理

※臨時的な軽作業

灘諜灘／の提供

※家事補助や留守番など

一般家庭、官公庁等公共施設、地

域団体、一般企業体などの仕事の

種類、仕事の内容、時期、時問な

とを登録してくたさい。

・§鰍籍冥瓢∠璽膿鞄凋鷺脅め
．｛建康のた＿里の帥程度の　＿切無料で行います『7

仕事をしたい。

※自分の知識や経験、もっている

技能が社会のために役立つなら

夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

運動の重点

認
　
　
昌

劇9

●
謹
　
　
　
團
凹

21
、　　、

過
労
運
転
の
防
止

暴
走
族
の
追
放

n
レ

〔
－
3

V

　　㍉　　　　　　　≒o一一

げ断σ誌誇

　
夏
は
暑
さ
に
よ
る
体
力
の
消
耗
が
激

し
い
こ
と
に
加
え
、
夏
休
み
を
利
用
し

た
家
族
旅
行
等
、
車
で
外
出
す
る
機
会

が
多
く
な
り
ま
す
。

　
そ
れ
に
伴
っ
て
の
不
慣
れ
な
道
路
で

の
過
労
運
転
や
、
夏
の
開
放
感
か
ら
の

若
者
の
無
謀
・
暴
走
運
転
が
頻
発
す
る

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

　
ド
ラ
イ
ブ
旅
行
は
、
無
理
な
旅
行
計

画
を
避
け
、
十
分
な
休
養
を
取
り
、
ゆ

と
り
あ
る
行
動
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　
ま
た
若
者
が
い
る
家
庭
で
は
、
無
謀

運
転
に
つ
な
が
る
行
動
を
防
止
す
る
よ

う
、
常
に
家
庭
で
の
話
し
合
い
に
努
め

ま
し
よ
・
つ
。

毎
月
1
日
、
1
5
日
は
県
で

定
め
る
交
通
安
全
の
日
で
す

許
さ
な
い
ぞ
不
正
改
造
車

　
運
輸
省
で
は
、
自
動
車
の
不
正
改
造

を
防
止
す
る
た
め
、
六
月
一
日
か
ら
七

月
三
十
一
日
の
間
「
不
正
改
造
車
排
除

運
動
」
を
全
国
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

　
車
体
の
外
へ
は
み
出
す
ワ
イ
ド
タ
イ

ヤ
を
取
り
付
け
た
り
、
騒
音
や
排
気
ガ

ス
な
ど
を
発
生
さ
せ
る
と
、
社
会
に
迷

惑
を
か
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
交
通
安
全
を
守
る
た
め
に
も
、
不
正

改
造
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
　
ー
ゐ
＼
込

　
　
　
　
　
も
＼

　
　
　
魅
、

　
　
　
の
、

　
　
　
で
、

　
　
　
彗
　
　
ぜ

　
　
　
忘
一

　
　
　
罐

　
　
　
　
β
・

　
　
　
　
　
　
廓
〃

一
團
］
・
…

汚
水
処
理
設
備
完
成
、

C
T
ス
キ
ャ
ナ
の
更
新

に
つ
い
て

　
公
立
刈
田
綜
合
病
院
（
菊
田
豊
院
長
）

で
は
、
こ
の
ほ
ど
国
民
年
金
積
立
還
元

融
資
を
受
け
、
下
水
道
整
備
事
業
に
伴

う
汚
水
処
理
設
備
の
工
事
を
行
い
、
去

る
3
月
に
完
成
し
ま
し
た
。

　
ま
た
、
全
身
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
X
線

断
層
撮
影
装
置
（
C
T
ス
キ
ャ
ナ
）
を

更
新
し
ま
し
た
。

　
公
立
刈
田
綜
合
病
院
で
は
、
診
療
待

ち
時
間
短
縮
の
た
め
内
科
の
み
『
再
来

診
療
時
間
の
予
約
制
度
』
を
実
施
し
好

評
を
得
て
お
り
ま
す
。
詳
し
く
は
診
療

の
際
主
治
医
に
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

児
童
手
当

　
児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、
毎

年
六
月
に
現
況
届
を
提
出
し
な
け
れ
ば

な
り
ま
せ
ん
。
　
（
こ
の
現
況
届
を
提
出

し
な
い
と
、
引
き
続
き
児
童
手
当
を
受

け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。
）
ま
だ
提
出
し

て
い
な
い
方
は
、
大
至
急
、
市
民
課
窓

口
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
該
当
者
に
は
、
六
月
半
ば
こ
ろ
通
知

　
し
て
い
ま
す
。

画
・
…

ご
み
は
正
し
く

　
　
　
出
し
ま
し
よ
う

　
四
月
か
ら
、
市
民
の
み
な
さ
ま
の
ご

協
力
を
い
た
だ
き
、
　
「
も
え
る
ご
み
」

　
「
資
源
ご
み
」
、
「
も
え
な
い
ご
み
」
の

三
分
別
収
集
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

し
か
し
、
ま
だ
「
資
源
ご
み
」
と
「
も

え
な
い
ご
み
」
の
出
す
日
が
守
ら
れ
て

い
な
い
集
積
所
が
あ
る
よ
う
で
す
。

　
ご
み
を
出
す
日
は
、
必
ず
集
積
所
の

看
板
に
明
示
さ
れ
た
収
集
日
を
守
り
、

当
日
の
朝
に
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　
み
な
さ
ま
の
、
一
層
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

一7
月
の
も
え
な
い
こ
み
の

　
　
　
　
　
　
　
　
収
集
日

0
7
月
距
日
か
ら
2
8
日
ま
で

の
指
定
曜
日

◎
ご
み
の
区
分
は
、
五
月
配
布
の
チ
ラ

　
シ
「
ご
み
の
区
分
と
出
し
方
」
に
も

　
と
づ
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

混
ぜ
れ
ば
こ
み
、
分
け
れ

ば
資
源
…
…
分
別
と
減
量

に
こ
協
力
く
だ
さ
い
◎

　
　
　
　
　
へ
白
石
市
保
健
衛
生
課
）

圖
・
…

現
況
届
は
忘
れ
ず
に

　
年
金
を
受
け
て
い
る
み
な
さ
ん
に
は
、

年
に
一
度
誕
生
月
の
は
じ
め
に
現
況
届

の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送
付
さ
れ
ま
す
。

　
用
紙
が
届
い
た
ら
す
ぐ
に
、
市
町
村

長
の
証
明
を
も
ら
い
、
誕
生
月
の
う
ち

に
送
り
返
し
て
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
届
の
提
出
が
遅
れ
る
と
、
年
金

が
差
し
止
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

保
険
料
納
入
は
組
織
加
入

か
口
座
振
替
で

　
保
険
料
は
毎
月
欠
か
さ
ず
き
ち
ん
と

納
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
つ
い
「
納
め
に
行
く
の
が
面
倒
だ
、

あ
と
に
し
よ
う
」
な
ど
と
考
え
て
い
る

う
ち
に
未
納
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
う
い
う
こ
と
に
な
ら
な
い
よ
う
に
、

納
付
組
織
や
口
座
振
替
が
あ
り
ま
す
。

○
納
付
組
織
加
入

　
お
住
ま
い
の
地
区
の
婦
入
会
や
納
税

組
合
な
ど
の
納
付
組
織
に
加
入
し
て
納

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
こ
の
組
織
に
加
入
す
れ
ば
、
毎
月
集

金
し
て
も
ら
え
ま
す
。

o
口
座
振
替
制
度

　
毎
月
の
保
険
料
が
あ
な
た
の
預
金
口

座
か
ら
自
動
的
に
払
い
込
ま
れ
ま
す
。

　
詳
し
く
は
、
国
民
年
金
担
当
窓
口
に

お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
I

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
F

　
　
　
　
　
　
』

　
　
　
　
　
　
　
ペ
ン
シ
ョ
ン
予
約
の
ト
ラ
ブ
ル

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ん
は
開
封
も
し
な
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
し
ば
ら
く
す
る
と
、
こ
の
オ
ー
ナ

　
A
子
さ
ん
は
同
僚
十
四
人
と
会
社

の
休
暇
を
使
っ
て
二
泊
三
日
の
旅
行

を
計
画
し
た
。
　
「
宿
泊
場
所
は
ペ
ン

シ
ョ
ン
に
」
と
全
員
一
致
、
予
約
係

の
A
子
さ
ん
は
早
速
「
空
き
部
屋
は

あ
り
ま
す
か
？
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

送
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
三
軒
の
ペ
ン

シ
ョ
ン
に
電
話
を
か
け
た
。

　
二
軒
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
が
届
き
、

｝
軒
か
ら
は
返
事
が
な
か
っ
た
。

　
そ
の
後
、
仕
事
の
都
合
で
旅
行
は

取
り
や
め
と
な
っ
た
が
、
そ
の
こ
ろ

返
事
が
な
か
っ
た
残
り
一
つ
の
ペ
ン

シ
ョ
ン
か
ら
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
と
宿
泊

申
込
書
が
封
書
で
届
い
た
。
　
「
ど
う

せ
行
け
な
い
の
だ
か
ら
」
と
A
子
さ

ー
カ
ら
「
予
約
し
た
の
に
な
ぜ
来
な

い
。
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
支
払
え
」
と

怒
り
の
電
話
が
入
り
驚
い
た
。

　
早
速
、
ペ
ン
シ
ョ
ン
組
合
を
通
し

て
オ
ー
ナ
ー
に
事
情
を
聞
い
た
と
こ

ろ
、
「
申
し
込
み
も
A
子
さ
ん
が
承
知

し
て
い
る
。
キ
ャ
ン
セ
ル
料
を
支
払

え
」
と
の
一
点
張
り
。

　
結
局
、
A
子
さ
ん
側
が
十
五
人
分

の
夕
食
代
五
万
円
を
支
払
う
こ
と
で

合
意
解
決
し
た
。

　
ペ
ン
シ
ョ
ン
に
宿
泊
を
申
し
込
む

際
は
、
予
約
す
る
の
か
し
な
い
の
か

態
度
を
示
し
て
連
絡
を
取
り
、
書
面

で
申
し
込
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
　
　
　
　
消
費
生
活
相
談
室

盟
回

罰＝

●
　
亀
器

蓼
　
七
月
一
日
～
三
十
一
日

紙
上
か
ら
お
礼

　
申
し
上
げ
ま
す

　
社
会
の
変
化
の
多
様
化
、
複
雑
化
と

共
に
少
年
非
行
の
内
容
も
昔
と
は
か
わ

っ
た
形
で
芽
ば
え
て
き
て
い
ま
す
。

　
非
行
に
走
る
原
因
は
い
ろ
い
ろ
な
要

因
が
絡
み
合
っ
て
発
生
す
る
と
こ
ろ
か

ら
、
そ
う
簡
単
に
解
決
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
非
行
に
か
か
る
環
境
浄
化
は
も
と
よ

り
、
各
々
の
家
庭
や
学
校
、
職
場
そ
し

て
広
く
地
域
の
人
々
の
ご
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
な
も
の
な
の
で
す
。

　
生
活
基
盤
の
整
備
や
白
石
城
復
元
資

金
と
し
て
、
次
の
方
々
か
ら
ご
寄
付
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
紙
上
か
ら
お
礼
申

し
あ
げ
ま
す
。

　
深
谷
地
域
婦
人
会
　
会
長
平
間
信
子

氏
、
杉
の
子
母
親
ク
ラ
ブ
　
代
表
佐
々

木
と
し
子
氏
、
上
戸
沢
牧
野
農
業
協
同

組
合
　
組
合
長
新
妻
継
雄
氏
、
太
斎
清

吾
氏
、
古
山
榮
子
氏
、
新
妻
喜
代
寿
氏
、

熊
谷
和
正
氏
、
昭
和
1
7
・
18
年
会
　
会

長
三
浦
義
邦
氏
、
白
石
簡
易
保
険
加
入

者
ホ
ー
ム
　
福
田
豊
氏
、
南
部
栄
三
郎

氏
、
高
橋
温
子
氏
、
遠
藤
銀
一
氏
、
逸

藤
銀
七
氏
、
四
釜
新
市
氏
、
㈱
杉
浦
製

作
所
白
石
工
場
開
設
3
0
周
年
記
念
事
業

代
表
㈱
杉
浦
製
作
所
白
石
工
場
取
締
役

工
場
長
丸
山
孟
男
氏
外
一
八
○
名
、
白

石
簡
易
保
険
加
入
者
ホ
ー
ム
　
総
支
配

人
伊
藤
美
喜
男
氏
、
小
原
い
づ
み
会

代
表
八
島
信
一
氏
、
菅
原
敬
寿
氏
、
㈲

島
貫
建
築
　
代
表
取
締
役
島
貫
勇
吉
氏

ゼ
ン
セ
ン
同
盟
宮
域
県
支
部
　
支
部
長

越
河
英
一
氏
、
ソ
ニ
ー
白
石
セ
、
・
・
コ
ン

ダ
タ
タ
㈱
代
表
取
締
役
専
務
栗
原
繁
氏

加
藤
大
祐
氏
、
東
北
電
力
㈱
白
石
営
業

所
所
長
高
山
稔
氏

　
青
少
年
の
非
行
化
を
防
止
し
、
健
全

育
成
に
つ
と
め
、
も
っ
と
明
る
く
住
み

よ
い
社
会
を
築
く
た
め
、
こ
ぞ
っ
て
協

力
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
運
動
の
広
報
映
画
「
風
の
見
た

少
年
」
が
七
月
二
十
一
日
（
火
）
午
前
十

時
か
ら
仙
台
放
送
テ
レ
ビ
で
放
映
さ
れ

ま
す
の
で
、
是
非
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

　
「
ふ
れ
あ
い
と
対
話
が

　
　
　
築
く
明
る
い
社
会
」

下水道工事にこ協力をお願いします

　　、一長袋宇天登繭無、自奇1郡）
1婁1二護謄　一i　　　　　－

　　　　　山字雨ケ作、寿山、北無双作、
属賜o

　　　　　田町一丁目、大平森合字城雨
※多少変更になる場合もありますのでご了承願います．

　　　　　　　　國
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。
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白石市食生活改善推進員
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　　鐸　｝　　　　一

ちりめんじゃこ

　かたくちいわし、まいわし

などの稚魚を湯、または塩湯

でゆでて干したものです。

　関東ではしらす干し、関西

ではちりめんじゃこと呼ばれ、

ちりめんじゃこは水分含量が

少なくパラッとしています。

白く干し上がったものが上質
とされ、無漂白のものを選、三ご

ようにしましょう。

　脂肪か少なくたんぱく質も
豊富、骨ごと食べるのでカル

シウムのよい供給源となる食
品です。

　小魚類を常々買いおきし、

おろし和えなどの和物、かき

揚げなどの揚物、いろいろな
野菜との煮物等に加えて、味、

栄養共にさらにアップした料
理を毛・カfけましょう。

◎㊤⑪●o⑫●
作りおきのできるカル

シウムたっぷりの小魚料

理です。

調査年月日　平成4年6月1日

比　　較　（％1平　均　価　格（円1
前年同月霧

　　　　　96，2

　　　　103，9

　　　　103，8

　　　　　96．0

　　　　　99．7

　　　　　97．7

　　　　104，8

　　　　102，9

　　　　104，5

　　　　　96．4

　　　　100，4

　　　　　98．4

　　　　　97．6

　　　　104．7

　　　　103．6

　　　　　94．4

　　　　121．4

　　　　113．4

　　　　102．8

　　　　106．7

　　　　103．8

　　　　　94．9

　　　　　94．8

　　　　　95．3

　　　　　98．6

　　　　105．5

前　月魯

　　　97．4

　　106．0

　　100．0

　　　95．6

　　100．0

　　110．0

　　100．0

　　100．3

　　　93．9

　　　98．4

　　100．9

　　　97．3

　　　97．6

　　104．7

　　102．7

　　100，0

　　　96．4

　　100．7

　　104．7

　　100．0

　　　91．9

　　　100．6

　　101．3

　　101）．8

　　10り．0

　　　9呂．8

6揃年同月

　　　　158

　　　　203

　　　　　80

　　　　247

　　　　303

　　　　383

　　　　352

　　　　342

　　　　　88

　　　　197

　　　　225

　　　　369

　　　　127

　　　　261

　　　　223

　　　　143

　　　　621

　　1．617

　　5，950

　　　　178

　　　　472

　　　　891

　　　　950

　　　　127

　　　　　73

　　4，923

1㊥前　月

　　　　156

　　　　199

　　　　　83

　　　　248

　　　　302

　　　　340

　　　　369

　　　　351

　　　　　98

　　　　193

　　　　224

　　　　373

　　　　127

　　　　634

　　　　225

　　　　工35

　　　　782

　　　1，820

　　5，840

　　　　igO

　　　　533

消費生活モニター調査結果表（4年6目分）

格＿牟． ．．星．1里！．＿、

840．60

888．75

　　　12〔1

　　　72

5，256

④今　月

　　　　152

　　　　211

　　　　　83

　　　　237

　　　　302

　　　　374

　　　　369

　　　　352

　　　　　92

　　　　190

　　　　226

　　　　363

　　　　124

　　　　664

　　　　231

　　　　135

　　　　754

　　1，833

　　6，117

　　　　190

　　　　490

　845．73

　900．52
　　　　121

　　　　　72

　　5，193

月（円）

最低価格

　　　150

　　　162

　　　80

　　　193

　　　290

　　　260

　　　358

　　　348

　　　74

　　　173

　　　208

　　　309

　　　88

　　　598

　　　198

　　　98

　　　615

　1，500

　5，200

　　　170

　　　360

　　　774

　815．00

　　　115

　　　68

　4．867

最高価格

　　　　160

　　　　256

　　　　　85

　　　　252

　　　　320

　　　　380

　　　　390

　　　　360

　　　　100

　　　　200

　　　　280

　　　　390

　　　　150

　　　　780

　　　　235

　　　　165

　　　　800

　　2，000

　　7，50（｝

　　　　200

　　　　600

　　　　900

　950．60
　　125．66

　　76．72

　　5、871

　　　規　　　　　　　　　　　　格

並食1袋6～8枚切

薄力粉1kg
袋入り100呂

上白糖1kg
上級濃口1尼ポIl容器入り

ポリ容器入り700g
ポ1♪容器入り500g

ポリ容器入1）500g
木綿豆腐400g
カルトン入リソフト225g
紙容器入り1，0000c

カルトン入り2259
400枚（200組）紙箱入1）

114mmX60m、シングルロール4ケ組
幅30cm、長さ20m

幅25cm、長さ8m
綿化緑用無リン紙箱入り濃縮小型1．5kg入1〕

小学生調髪

コーノレドショート

長袖ワイシャツ

外食並1皿
18尼店頭価格

18尼配達料込価格

1ε現金

1坦現金

10mコ

1．食パン
2．小麦粉3．即席中華めん

4．砂　 糖

5．しょうゆ
油　
プ

ダ
　
，

　
チ

　
ケ

ラ　
マ

サ6　
7

8．マヨネーズ
9．豆　　　　腐

1（1．マーガリン
11．牛　　　　 乳

12．バ　　 タ　　ー
13．ティノシュペーハー

14．トイレ、謄ぺ一パー

15．ラ　　／　　プ
16．アルミホイル
17．洗たく用合成洗剤

18．理　　髪　　料
19．バーマネント料
211♪．クリーニング

21，カレーライス
22，灯　　　　　油
23．灯　　　　　油
24．レキュラーガヅリン

25．軽　　　　 油

215．”プロ／・ンカマ



　　　　　　　●

「室内楽の夕べ」を開催します

∈

⇔

O日　時　7月5日（日）午後6時30分

○場所　白石市中央公民館

O前売券　一　般　　　3，000円

　　　　　高校生以下　　2，500円

o演奏者　マルティン・オスタータ

　ーク（チェロ）、浦川宣也（ヴァィ

　オリン）、エンリケ・サンデイアゴ

　（ヴィオラ）、川崎　操〔ピアノ）

o曲目
　A．モーツアルト作曲ピアノ四重

　　　奏曲変ホ長調K．493

　B，べ一トーヴェン作品弦楽三重

　　　奏曲二長調作品

　C．シューマン作曲ピアノとヴィ

　　　オラのためのおとぎ話の絵

　D，ブラームス作曲ピアノ四重奏

　　　曲ハ短調作品60

0主催白石音楽鑑賞協会
○問い合わせ先

　　　　　中央公民館　暦26－2453

　　　　　柿崎六郎方　費25－2210

命未来にはばたけ／白石っ子

　子どもまつり「夏の陣』

　○日時8月1日（土〉

　　　　　　午後1時30分～4時30分

　　※小雨決行（雨天の場合は中止）

　○場所歩行者天国イベント広場

　　　　　　（中町ヤオチュウ前）

　O対象市内各小学校1～6年生

命夏季教材映画（16ミリフィルム）のセット貸し出しについて

　夏季中の16ミリ教材映画の貸し出

しは、13本1組のセットにして各市

町へ配送になります。

　白石市への貸し出し期間及び、貸

し出し教材は次のとおりです。希望

される方は、中央公民館盈24－5377

・26－2453にご連絡ください。

　なお、セット以外のフィルムもあ

りますのでお問い合わせください。

貸し出し期間

7月17日

　　～

7月27日

7月28日

　　～

8月6日

セ・ト貸し出し16ミリ映画ワィルム
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貸し出し期間

8月7日
　　5

8月17日

8月18日

　　～

8月26日

セ・ト貸し出し16ミリ映画フィルム
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（5250）涙なんか飛んでいけ（45・C）
（5319）かあちゃんの海（50・C）
（5136）あの空の果てに響け（45・C）
（5421）はばたけ明日への瞳（50・C）
（5310）草原の少女ローラ（30・C）
（5275）ニルスのふしぎな旅Nα1（29・C）

（5507）虫歯になった王様（13・C）
（5431）い　　じ　わ　る　五瓜　ラ　ン　ボ　ー　（15・C）

（5420）おこりじぞう（27・C）
（5444）チロの木大きくなあれ（21・C）

（5503）はだかの王様（10・C）
（5555）ジャングル大帝～約束（24・C）
（5557）くまのおいしゃさん（23・C）

’ 劉 特別講座受講生募集
◆昭和万葉の森を歩いてみませんか／

0日　時　7月23日（木）8時30分～15時

o集合場所　白石市役所庁舎前

O行吉先　昭和万葉の森

　　　　　（黒川郡大衡村）

o内　容　万葉集に歌われた植物の

　観察を通して草木とふれあう。

o講　師　渡辺　信有先生

○定員25名
　※定員にな1）次第締め切り

Q参加費　1，000円くらい

oその他　昼食・雨具の用意、歩き

　ゃすい服装、運動靴

◆白石夏まつりに参加しませんか／

働く婦人の家から白石夏まつりに参加し、”白石音頭、、を踊ります．

o練習日

　7月29日（水）　9時30分～11時30分

　7月29日休）　18日寺30分～20日寺30分

o場所働く婦人の家

○講師若柳　宝梅先生
　※練習は洋服のままで、どなたで

　　も参加できます．男性の方もど

　　うぞ。

◆図南書道
　“清安サークル生、、募集

O日時第1・3日曜日
　　　　　9時30分一11時30分

Q講　師　宍戸　茗峰先生

○会　費　月1，500円

　　　　　（教材は各自負担）

　※初めての方、男性の方もどうぞ。

7月の休館日

　6・7・12・20・26日

　※3歳児以上の託児あ1）。

　※男性の方もご利用ください。

　働く婦入の家　費25－5095

BOOKS・1いん1β一お酪一・しょん

自動車文庫配本所一覧表（2ヶ月毎巡回）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成4年4月現在）

～新着図書案内（抄）～

号
便

地区名 Nα 氏　　　名 住 所 文庫
種別

冊　　数

成人向 こども向 話電

1．

1　　　　1　越河公民館　五賀字南原2－1　　親　子　　50冊　　50冊　28－2101　　　　2・

　越　河
号　　　　　2　越河保育園　五賀字南原2－6　　　こども　　　　　20　28－2233　　　　3．

便　　3菅野とく宇中屋敷7　　　親子　20　10　25－5824
　斎　川　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4・

④4斎IIl公民館宇新田尻31親子505025－27015．
　　　　　1佐藤謙五大町字愛宕99　　成人　30　　　25－3872　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6，
2　大鷹沢　2　大鷹沢公民館　三沢字五丁目48　　　親　子　　50　　50　　25－2711

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　7．
号3大鷹沢保育園三沢字竹の中1－1こども　2024－5740
便　　 4白川公民館津田字内堀6－1　親子　50　50　27－2101
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8，
⑥白川5鈴木光子犬卒都婆字岩の上40－2成入　30　　　27－2233
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9．　　　　　6高橋憲次内親字向前2　　親子　20　20　27－2251
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　10．
3大平1大平公民館中目字西田7　　　親子　50　　50　25－2338
号　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1L
　　　　　2　働く婦入の家新館町1－21　　　親子　　80　　20　25－5095
便白石
③　　　3第2幼稚園南町2－2－1　　こども　　　　60　25－6326　　12．

　　白　石　1　勤労青少年ホーム　益岡町1－16　　　　成　人　　50　　　　　25－3720　　　　13．
4
　　　　　2　老入福祉センター　蔵本字薬師堂23　　　成　人　　50　　　　　25－3660　　　　14．

号

　　　　　3深谷保育園深谷字南沖26　　　こども　　　　20　25　5096　　　15．
便福　岡
　　　　　4　福岡公民館　長袋字陣場が丘12－1　親　子　　50　　　50　　25－2249
⑤　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　16・
　　　　　5深谷公民館深谷字南沖21　　親子　50　50　24－4540
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　17，特　福　岡　1　岡　部　捨　男　八宮字不忘山249　　　成　人　　20　　　　　　24－8213

号寿山2東保育園寿山15－8　　　こども　　　20　25－2059　　18．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　19．
③　小　原　3　小原保育園　字原11－2　　　　　　こども　　　　　　20　　29－2556

※日程等は、先月号参考、または市図書館へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　20・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　21．

★手づくり絵本講習会　　　　　　　ll：
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24．
　　　　～あなたも絵本を作ってみませんか～　　　　　　　　　25．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　26．
O日時・内容　　　　　　O場所白石市図書館一般閲覧室　27，
　〈第1回目〉　　　　　　　　　　　○講　師　白石絵本を楽しむ会　　　　28・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　29．
　　7月24日翻　9時30分～12時　　　　　　　　　会長　鈴木　智恵子さん　　30，

○対象どなたでも参加できます

　が、小学4年生以下は親子で参加

　してください。

○定員30名
O参加費　300円（材料費）

o申し込み期限
　7月20日（月）白石市図書館へ。

満願成就！ご利益ガイド

神社・仏閣205か所行き方ガイド付き

　　　　　　　　　青山　央著
呼吸のくふう・日常生活の中の禅

　　　　　　　　　辻　　讐明著
海外旅行トラブル完全対策

　　　　　　　　　角川書店
日本列島空の旅　　　　加藤　　浩著

大自然に生きる人びと・写真で見る

民族学入門　　　　　　藤木　高嶺著

遊牧・トナカイ牧畜民サーメの生活

　　　　　　　　　鄭　　仁和著
火山からのメッセージ　噴火・溶岩・

火砕流　　　　カティア・クラフト・

　　　　　　モーリス・タラフト著

宇宙はどこまで見えてきたか

一謎だらけの宇宙論一　野本　陽代著

治す！不眠・うつ　　　筒井　末春著

入体漫歩・ご案内いたします

あなたの身体の観光旅行　横江康夫著

刺しゅう花コレタション

　　　　　　　　　尾上雅野著
初めての着付けと帯結び・簡単に美し

くきものを着られる監修・安西千恵子

袋物のはなし　　　　　森　南海子著

図解・庭木の手入れコツのコツ

　　　　　　　　　船越亮二著
相撲はこう見るのが楽しい

　　　　　　　　　相撲編集部編
オーケストラとは何か

　　　　　　　　みつとみ俊郎著
テニス・プレーヤーズバイブル

　　　　　　　　　橋爪宏幸著
塀の外の懲りない二入　安部　譲二著

絵本のシナリオについて

〈第2回目〉

　7月30日（湘　9時30分～12時

　本の中身づくりと製本

〈第3回目〉

　8月4日（火）　9日寺30分～12日寺

　製本・完成

※3回通して受講してください。

　　＊

鞭鞠
●　●

麗璽鰹璽簾
○開館時間

　月～土曜日　9時～16時55分

　日　　H荏　　日　　10同寺～16臼寺

o休館日　7月31日㈹　月末整理日

3／．

32．

33．

34．

35．

夫31歳、カメラマン。なぜ、雲仙で

死んだの。　　　　　　矢内真由美著

炎のなかの絆　　　　　杉原美津子著

東京発、千夜一夜　　　森　　揺子著

過労病棟　　　　　　　高任　和夫著

天才投手　　　　　　　弘田静憲
狼奉行　　　　　　　　高橋　義夫著

花火・作品集　　　　　高橋　玄洋著

美味礼讃　　　　　　　海老沢泰久著

陽炎の巫女たち　　　　宮原　昭夫著

かまいたち　　　　　　宮部みゆき著

アバトーン、至高聖所　松村　栄子著

変身動物園・カンガルーになった少女

　　　エリック・リンタレイター著

子どもの本
みんなでそらをとびました

　　　　　　　　　山下　明生作
　　　　　　　　　梶山　俊夫絵
ドライアイスであそぽう

　　　　板倉聖宣・藤沢千之共著
カンニーング魔女ズルリ　木村桂子作

　　　　　　　　　村井香葉絵
ご用心・満月の夜に何かがおきそう！？

大マジ三人組　　　　　島村　敬一作

　　　　　　　　　聖原玲音画
ペンフレンド　　　　　植松　二郎作

夢
興硬 籠騒麗



ほしゆう

　　鐘廼
濯鯉類

身近な家庭用品を作ってみませんか
　　　白石工業高校開放講座

0日時7月20日（月）～7月31日

（金〉の土・日曜日を除く10日間

午後6時～9時

o会場宮城県白石工業高等学校

○対象一般成人30名

○内容
（1）カラートタンによる「ちりとり」

　の製作
（2）木工装飾品「壁かけ・コースタ

　ー」の製作
（3）ガラス細工による「箸置き・マ

　ドラー」と紙すき工芸による「う

　ちは」の製作

母と子の保健と
　　　　水泳教室

　親子で楽しい一日を過ごしません

か？

O日　時　8月9日（日）白石市役所

　前9時30分集合、10時出発

　※福祉バスで送迎します。

o場所スパッシュランドしろいし

○主催　白石市母子福祉会

o対象市内の母子家庭（小学生・

幼児と母）15組

子どもだけの参加は認めません。

o内容
　日常の健康管理に関する講話

　・インストラクターによる水泳教

　室
o持参する物　水着（母子とも）

○参加費無料

○申し込み方法

　7月15日まで白石市社会福祉協議

会費25－2111（内線〉151に電話で

お申し込みください。定員になり次

第締め切ります。

o受講料　無料．ただし教材費は自

　　　己負担
o申し込み方法　申込書に住所、氏

名、年齢、性別、電話番号、職業

を記入して、7月10日（金〉までに

お申し込みください。定員を超え

た場合は抽選になります。

○申し込み・問い合わせ先

宮城県白石工業高等学校　開放講

座実施委員会　〒989－02白石市

郡山字鹿野43　且25－3240

母子家庭寡婦
　自立促進講習会

o講習科目
ワープロ20名、経理簿記40名

O期間　8月23日～11月29日の毎

週日曜日のみで、午前9時～午後

　4時まで70時間。ただし、次の日

は休講日です。

　9月13日、10月11日、11月1日

○場所　宮城県母子福祉センター

○受講料　無料。ただし教材費等は

　　　自己負担です。

○受講資格　県内の母子家庭の母及

　　　　び寡婦
o申し込み方法・申し込み先

　7月8日㈱から受付開始。定員に

なり次第締め切1）ます。電話で申し

込み、62円切手貼付の返信用封筒を

センターに送付してください。

宮城県母子福祉センター

〒983仙台市宮城野区安養寺3丁

　目7－3　盈022－256－6512

　　　　費022－295－0013

自衛官を募集していま司

O応募資格　二等陸、海、空士は通

年募集しています。ただし18歳～

27歳までの方です。

○勤務時間　通常8時30分～17時30

分。土曜日は休みです、

o申し込み先

キャピタル
　　助成事業募集

平成4年度下期（10月～3月まで

実施）のキャピタルオペレーション

基金助成事業を募集しています。

O募集期間　8月1日～8月31日

o助成対象事業　歴史文化の研究、

青少年交流、スポーツ交流などの

対外交流を主としたイベント事業

O申請者の資格　原則的に市内団体

O助成金額　事業費用の1／2限度

※詳しくは、文化体育振興財団事務

局（企画財政課内）又は文化スポー

ツ振興課、各公民館へどうぞ。

原始生活体験の
　集い参加者募集

o期日
　1回目　7月23日（木）

　2圓目　8月4日（火）知7日（金）

o場所宮城県蔵王少年自然の家

O対　象　県内の小学校5・6年生

O定員30名
o内　容　土器作り、火起こし、魚

の手つかみ、食器等道具作り、住

居作り、火祭1）等

O経　費　4，000円（食事代、道具

製作材料費、保険代）

o申し込み方法　電話またはFAX

で蔵王少年自然の家あてお申し込

みください。

○申し込み締切　7月15日（水）

※定員になり次第締め切ります。

O問い合わせ先

宮城県蔵王少年自然の家

〒989－09蔵王町遠刈田温泉字上

の原155－1　費0224－34－2101

　　　FAXO224－34－2102

市役所市民課費25－2111（内線）

130または大河原募集事務所0224－

53－2185へ。

市営住宅入居者
　　募集について

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下）

団地名

新館

寿山

型式

3　K

3　K

家　　賃
〔敷金は3月分）

3，000円～

　7，400円

3，300円～

　3，500円

噛
．
、
数

空
戸

6戸

13戸

◎第二種住宅

　（収入基準115，000円以下）

団地名

緑か丘

新館

城南

型式

3DK

3　K

3DK

家　　賃
1敷金は3月分1

14，500円～

　18，000円

6，200円～
　12，600円

23，000円

空家
戸数

9戸

7戸

2戸

市建設課で随時先着順に受付して

います。

詳しくは、市建設課住宅係費25－

2111（内線）262へお問い合わせくだ

さい。

夏休み親子木工教室
　　　　参加者募集

夏休みの楽しい行事のひとつとし

て、お父さん・お母さんと一緒に、

ミニチェアと虫カゴを作1）ませんか？

○日時7月26日（日〉午前9時か

　　　ら12時まで
o場所仙南地域職業訓練センター

○対象・定員

　小学生（保護者同伴）50組

Q参加料　1，000円

o持参品　定規、のこぎり、かなづ

　　　ち
○申込方法　7月17日（金）までに電

話で訓練センター事務局にお申し

込みください。

o問い合わせ先

仙南地域職業訓練センター（柴田

町大字船岡字照内1－9）

費｛’）224－57－15（11

在宅心身障害者みれあい

　キャンプ参加者募集

○期　日　7月29日～31日（3日間）

o場　所　宮城県七ッ森希望の家

（黒川郡大和町吉田字上童子沢21）

費022－345－3701

0対象市内に居住する比較的重

度の在宅心身障害児（者）及び母

親（またはこれに代わる者）

o参加費用　無料

○申込締切　7月13日（月）

O申し込み・問い合わせ先

宮城県七ッ森希望の家、または市

社会福祉事務所福祉係智25－2111

（内線）155、担当／菊地まで。

　　単　　　　　　魯
　　辱轟

宮城ビデオ学習センター

　　　で体験学習を／

放送大学「宮城ビデオ学習センタ

ー」では、実際に自分の手で触れて

視聴学習のシステムと学習方法を理

解していただくために、体験学習期

間を設けました。お気軽においでく

ださい。

O期間　6月2日～8月2日
○時間毎日10：00～17：00

0受講資格　18歳以上であれば、ど

　　　なたでも結構です。

O内　容　視聴システム及び学習内

容の説明と実際に関心のある科目

　を視聴していただきます。　　．

○申し込み・問い合わせ先

電話で都合のよい日と時間をお知

らせください。

放送大学宮城ビデオ学習センター

盈022－224－0651

　（仙台市青葉区片平二丁目1－1）

、醸謬ツ

　　　参加事業

東北自然歩道（新奥の

細道）俳句と紀行文募集

o主催　宮城県、宮城県教育委貝会

O作品　東北6県の東北自然歩道

　（新奥の細道）を主とした好みの

地で作った俳句（1～2句）と紀行

文（800字以内）を一セットとし、

ニセットまで応募できる。　（未発

表であること）

O応募料　無料。作品の返却はしま

せん。また作品の訂正には応じら

れません。

○応募方法　原稿用紙（400宇詰・B

4判）2枚以内に俳句と紀行文を

記し、別紙に紀行地名、作者氏名

郵便番号、住所、年齢、性別、電

話番号を明記のこと。

O応募締切　8月10日（月）当日消

印有効

○応募先及び問い合わせ先

〒980仙台市青葉区本町3－8－1

宮城県教育庁社会教育課内　新・

奥の細道担当

昏022－211－3717～3719

0選考結果発表

10月31日（土）全国生涯学習フェ

スティバル開催初日

緑が丘県営住宅
　　　入居者募集

◎第一種住宅

　（収入基準198，000円以下〉

団地名

山寿

型式

3　K

家　　賃
r嘩女金仁よ3目分）

14，500円一

　16，500円

空家
戸数

20戸

　申し込み、問い合わせは、仙台市

青葉区上杉1－1－20　（財）宮城県

建築住宅センター県営住宅課盈022－

224－0014へ。



「食中毒予防月聞』（7／謄まで）麟食中毒畢防法　謄藷

自石川緑地陸上競技場の

一時閉鎖について

市民の皆様にご利用いただいてお

1）ます白石川緑地の陸上競技場が、

9月30日をもって日本陸上競技連盟

の3種公認競技場の有効期間が満了

します。

再公認を取得するために改修工事

を行い、検定を受ける必要があ1）ま

癒
嘉

　　　　　　　　　　　　　F　　　　　　　シロイシイベント
　　　　7月ダイアり＿★★

7月11日（土）午前9時～午後3時

白石中央公民館

　白石市「健康まつり」

（内容）

医師による健康相談・歯の相談

体力づく1）コーナー・献血・健康食

＊ストレス解消大声大会

＊ぼけない音頭盆おどり大会

＊シルバーファッションショー

※詳しくは、チラシをご覧下さい。

　
　
っ
儲
　
名
ノ
、

齢
脳
．
・
魍

趨
．
謬
鰻
駈

魂
ヤ
豹
麹
謬
・

嬢溺

四
．

白石ソフトテニス

スポーツ少年団から

　ソフトテニススポーツ少年団では、

毎週日曜日に岩崎テニスコートで練

習をしています。参加を希望する方

は直接コートまでおこしください．

O日　時　毎週日曜日7：00～8：30

0対象小学校4年～6年生
O問い合わせ先　暦24－4565大野ま

　　　　　　で

1　　　　　　　　　　　　1
1　納税通知書の記載事項等の　　　　l

l　　　　　　　　　　　　l
l　　　　　　疑問につし、て　l
l　固定資産税や市県民税等の納税通　l
l　　　　　　　　　　　　　l
l知書が納税者へ送付されてお1）ます　l
lが、納税通知書の記載内容（納税者l

l名・住所・税額の算出方法等）や納l
l　　　　　　　　　　　　ll付方法について疑問な点がありまし　l

lたら、税務課各係までお問い合わせ　l
l　　　　　　　　　　　　　l
l　ください。　　　　　　　　　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　　亘
　7月31日は、固定資産税（第2期）

1の納期限です。

　口座振替ご利用の方は、預金の現1
　　　　　　　　　　　　　0
在高をご確認ください。　　　　　　1

　　　　　　　　　　　　　重

　　　　　　　　　　　　　肛

すので、7月1日から10月9日まで

競技場を一時閉鎖とさせていただき

ます。

　利用者の方々にはご迷惑をおかけ

しますが、よろしくお願いいたしま

す。

蒙庭バレーボール

審判資格取得講習会

○日時7月18日（士）9時～16時30分

○会場白石市中央公民館
O内　容　講話、実技

O経　費　1，700円（受講料、ルールブ、ソク代）

　参加希望者は、7月10日まで市教

育委員会文化スポーツ振興課費25－

2111（内線）412へご連絡ください。

初心者ダンス講習会

のこ案内

　白石市総合体育大会の一環（前夜

祭）として実施するもので、初心者

を対象に、初歩的なステップの講習

を行います。

　ダンスに興味のある方ならどなた

でもお気軽にご参加ください。

Q日時7月4日仕）
　　　　18時30分～20時30分

o場所　白石市中央公民館大ホール

o主催ダンスパル白石

Q後援白石市体育協会
○問い合わせ先

盈26－3640跡部まで

※ダンスパル会員がお相手をいたし

　ます。

白石音頭パレードにこ参加を／

　パワーのある楽しい企画をお待

ちしています。

o申し込み先　白石商工会議所

　　　　　奮26－2191
0申し込み期限　7月10日（金）ま

　　　　　で

　口座振替を希望される方は、各金　1
　　　　　　　　　　　　　　巫
1融機関または市税務課で申請してく　1

　ださい。　　　　　　　　　1
　　　　　　　　　　　　　　亟
　o持参するもの　　　　　　　　　　1
　通帳、印かん（通帳に使用している　l
　　　　　　　　　　　　　　o
　　もの〉、希望する税目の納税通知書1
し＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿｛＿＿』

　　　　　7月1日～

　　　　　　7月31日

河川愛護目間
　水辺にやすらぎ、心にゆとり

　川はみんなの遊トピア

　川を大切にしましょう。

白石斎苑火葬炉の

改造工事について

　7月25日から10月3旧まで、白石

斎苑火葬炉の改造工事を行います。

工事期間中は、仮設火葬炉1基によ

1）執行いたします。

　また、待合室も補修のため使用で

きず、仮設の待合室は手狭とな1）ま

すのでご協力をお願いします。

　なお、当日の火葬件数が多い場合

には、角田、柴田斎苑をご利用いた

だくこともあF）ますので、あらかじ

めご了承願います。

　　　仙南地域広域行政事務組合

　　　白石市保健衛生課

S踏もH
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スパッシュランド利用者

割引券の交付について

　白石市では、スパッシュランドを

利用される70歳以上の市民の方に対

し、300円の割引券を1人年間2枚
交付いたします。

O交付開始月日　7月1日よ1）

o交付場所　社会福祉事務所、各事

務連絡所、大平・福岡・深谷公民

　館

送迎入浴サ＿ビス

について
　白石市では、宮城県不忘園の協力

を得て、自宅で入浴ができない方に

対し、送迎による入浴サービスを行

います。

Q対象者　重度の身体障害者、ねた

　　　　きり老人

o問い合わせ先

　白石市社会福祉事務所福祉係

　奮25－2111（内線）156～158

　・宮城県不忘園　智25－3518

みやぎ蔵王高原マラソン1

O日　時　9月15日（禰雨天決行

　受付　午前8時30分～9時15分

o場所
国立南蔵王青少年野営場地内

○種　目

●3km（小学男女、中学女、親子

　ペア）

●5km（中学男、高校男、一般男女）

●10km（一般男女〉

●20km（一般男女）

●ヘルスパイオニアコース

　　　　　　　　（60才以上）

厚生年金・国民年金

○参加料

小・中学生600円、高校生800円、

一般1，400円、親子ペア1，500円、

ヘルスパイオニアコース800円

○申込先　みやぎ蔵王高原マラソン

大会実行委員余事務局（白石市教

育委員会内）智25－2111（内線）412

0締切日　8月20日

Oその他

●貸し切1）バス運行（白石駅⇔会場〉

●参加者全員に参加賞、完走証授与

●温泉入浴券進呈

受給者協会から

ヘリコプター防除に

ご協力を

受給者協会では市内にお住まいの

方を対象に、ゲートボール、将棋、

囲碁、カラオケ、ダンスなど幅広い

サークル活動をしています。

　日時、場所等詳しくは、下記まで

問い合わせください。

○問い合わせ先

囲碁・将棋　　松野今朝男

　　　　　　　　智26－3755
　ゲートボール　長山　力雄

　　　　　　　　a25－4238
　ダンス　村上つや　盈26－2888

　カラオケ　大野敬治　盈25－5060

※年金受給者の多数の参加をお待ち

　しています。

ヘリコプターによる航空防除を行

います。早朝作業のためご迷惑をお

かけいたしますがご協力をお願いし

ます。

O散布予定　7月10日・21日、8月

　5日・20日　午前5時頃から実施

　※天候により変更もあります。

o散布区域　白旗で区分された内側

　（農道・原野・堤防等も含む）

　※散布中、散布地周辺の方は、洗

　濯物や食物を屋外に出さないで

　ください。また自動車も駐車し

　ないでください。養魚池等は、

　水をかけ流してください。

　白石市農作物病害虫防除協議会

ナイター施設をこ利用ください

　市民のみなさんの熱い要望にこた

え、昨年5月に益岡公園野球場、庭

球場のナイター施設がオープンしま

した。

　これからはナイターにもってこい

の季節。あなたもカクテル光線の下

で、思いっきりプレーを楽しみませ

んか。

★ナイター施設利用案内

　○使用期間・時間

　4月1日～10月31日午後9時まで

　o使用料
　野球場照明施設　5，150円／時間

　庭球場照明施設　　510円／時間

　　　　　　　　　（1面）
※この料金は、市民及び市内の企

業等に勤務している方の使用料

　です。

o申し込み先・受付時間

市都市計画課費25－2111（内線）

243・244

　・受付時間

　平日8時30分～17時
　土曜日　8時30分～12時15分

※ただし、日曜日、祭日、第2・

第4土曜日は休み
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QO～12：001015市長相談

白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所2階

第2会議室
福祉事務所内

相　談　室
白石市役所3階

第3会議室
白石市役所2階

第2会議室
白石市役所1階
消費生活相談室

10：00～15：0015人権擁護
相　　談

10二〇〇～15：0015行正文†目言炎

10：00～15：0015

10：00～12：006・27
生活相談

9：30～15：0015社会保険
相　　談

10：00～15：0015税務相談

10：00～15：00毎週月・水・金消費生活
相　　談

福祉事務所

13：00～14：00

10：30～11：30

リオン

2・17
ニホン

　24

回
　
ス

巡
　
ビ

器聴
　
一

補
　
サ

白石市役所4階

第4会議室
白石市役所3階

第3会議室
す。奮25－2111内線351

10：00～15：0015無料法律
相　　談

ll　l10：00～’5：00

電話相談、手話での相談にも応じま

者
談

害障
相

　毎週　　　g100～17：00　白石市役所4階
月・火・木・金　　　　　　　青少年相談センター

年
談

少青
相

叢器

外科刈田病院台あ一21菊

歯科　高沢歯科医院雪25－5220

7月26日

　内雫斗　三～甫クリニ働ク　　費25－6S54

　外科宮城医院費25－2062

歯科高橋歯科医院盈26－3543

B月2日

内科海上医院奮25－1501

外科刈田病院費25－21萄

歯科富岡歯科医院雪24－4362

冨猛

7月5日

　内科亘理医院智25一邸01

　外科べlj田病院β25－2145

　歯科岩田歯科医院盈25－2191

7月12日

　内科大沼医院費25－2502

　外科く1』田病院費25－2145

歯科　小野歯科医院費25－8007

7月珀日

内科広瀬医院費25－0238

愛i都合により変更になる場合もあります。　　豪休日当番薬局は健康カレンターで。

喬
㊧
邑
㊥
窃
㊧
含
曾
㊨
㊨
⑫
⑥
病
㊨
⑫
⑱
窃
㊨
囲
働
喬
㊦
囲
働
病
㊨
邑
㊥
㊨

㌦
デ
増

　
／

ト

奪
，
鍾
　
　
碑

、

ゼ
㌦
、

～

あい

藍ちゃん永山

O
㊨
病
働
邑
㊧
窃
働
⑫
㊨
喬
㊥
邑
㊧
窃
㊥
含
㊧
窃
曾
⑫
㊨
趨
鍛
囲
◎
病
㊥
邑

　　正寛さん、美津江さんの長女

ママからひとこと

　“心やさしい思いや1）のある子になってほしい”

パパからひとこと

　“明るく、素直な子になってほしい”

翻⑱邑翻呼含㊥病骸自㊨脅勤邑㊥窃動邑㊧

手ピッ，葵術館

L塵 璽、．．、璽懸’醐　　　　　フォト歳時記一プールー

　　　　　　　　　　　　　　　　　プールの季節がやってきまし

弩　　　　葦騨　た。今や幼児たちも本格的なプ
汁．，・、σ一．　篠塾謬、一ルで水に親しみ・市内各地は

ジ＼㌧1・脚チビッ子カッノぐでいっぱいです・
　乙．　ぴ囲　　　　　　　　　今年はスパッシュランドもオー

　　一藍ま．．：遭’ープン1ーましたし、ちょっとした

　　　　　　　　　　　　　　　　水泳ブームがおきそうですね。

騨』

　　　　　　　　　　　　（斎川小1年）
　　しゃぼんだまにのってユ

　市内の交通事故（5／16～6／15）

　　事故発生件数　　42件（303件）

　　死亡者数　 口件（　1件）

　　負傷者数　　1口人（79件）

　　物損件数　32件（231件）

　一平成4年交通安全スローガンー

　　ドアしめてベルトをしめて

　　　　　　　　　気をしめて
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